
ハザマの免震・制震



積層ゴムによる免震装置

日本初の免震病院
［星が浦病院］
大地震による手術中の停電や各種機器の損傷
を防ぐため、阪神大震災の直後に、理事長、院長
の英断により、病院としては日本で初めて免震構
造が採用されました。北
海道で初めての免震
建物でもあり、釧路市
内で震度5を記録した
2003年9月の十勝沖
地震でも、建物から医
療機器にいたるまで全
く被害がなかったことが
確認されています。
竣工:1996年4月
場所:北海道釧路市

大規模病院を一体で免震化
［東京北社会保険病院］
福祉施設を含む延べ床面積35,000
m2の大型病院。120m×100mの人
工地盤のような免震層が、高層棟と低
層棟を一体で支えています。こうし
た大規模建物では、コンクリートの収縮
により建物端部の積層ゴムが変形す
ることがありますが、コンクリートの適切
な分割打設などにより、積層ゴムの変
形を抑えています。
竣工:2003年4月
場所:東京都北区

変位の計測によって分割施工の効果を確認

九州初の免震病院
［池井病院］
宮崎は地震特定観測地域に入っており、免震構造が採用されました。
この地区の病院免震化の先駆けとなっています。
竣工:1998年2月　場所:宮崎県宮崎市

老人保健施設の免震化
［リバーサイド悠悠］
災害弱者である老人を守るため、経営者が積極

的に免震構造を採用。岐阜県で初めての免震建

物が実現しました。

竣工:1997年3月　場所:岐阜県関市

免震装置には積層ゴム支承、すべり支承、
鋼棒ダンパー、鉛ダンパーを併用

低降伏点鋼制震間柱の施工

低降伏点ダンパーによる補強

日本初の超高層免震集合住宅
［三の丸キャピタルタワー］
これまで難しいといわれていた超高層建築
の免震化。免震技術の高性能化や解析
技術の高度化により、ハザマは日本で初め
ての60mを超える超高層の免震集合住宅
を設計し、大臣認証を取得しました。
竣工:2001年11月
場所:茨城県水戸市

高層棟に中間免震を導入
［フロール川崎下平間］
高層棟2棟、低層棟4棟すべてを免震構造とした大規模共同
住宅。高層棟は配管のスペースを利用し、経済的に有利な
中間免震を採用しています。
竣工:2004年11月
場所:神奈川県川崎市

東海地震から超高層住宅を守る
［ガーデンヒルズ三河安城］
東海地震の危険区域にある愛知県三河市。
免震化により、塔状比（建物の幅に対する高さ
の比）が大きい、高さ60mを超える超高層住宅の
安全を確保しています。
竣工:2003年2月　場所:愛知県三河市

日本初の
L型平面超高層免震住宅
［ペルル堺
ウィングタワー］
免震化により耐震性能に及ぼす
ねじれの影響を低減し、エクスパ
ンション・ジョイントなしでL型平面
（耐震壁とラーメンの混在）超高
層建築を実現した、日本で初めての事例です。
竣工:2004年10月　場所:大阪府堺市

当社開発の制震装置を採用
［東雲キャナルコートCODAN］
都市再生機構の大型賃貸共同住宅。耐震性向
上のため当社開発の制震装置（低降伏点鋼制
震間柱）が採用されました。
竣工:2004年3月　場所:東京都江東区

日本初の鉄塔付き免震建物
［戸田ボーダフォンビル］
地震時の機能維持に加え、荒川の氾濫にも配
慮するなど万全の防災対策を備えた免震構造の
電話交換センターです。鉄塔が屋上に建つ建物
の免震化は、鉄塔と免震建物が共振するため難
しいとされていました
が、当社の免震設計
技術により、日本で初
めて実現しました。
竣工:1996年12月
場所:埼玉県戸田市

精密機械工場の免震化
［浦和工業久喜ビル］
建物内には、調整次第で製品の精度が決定され
る精密工作機械が配置されています。免震構造
の採用は、地震による機械の転倒はもちろん、微
振動の防止にも役立っています。
竣工:1990年11月　場所:埼玉県久喜市

大型電算センターの免震化を実現
［泉電力ビル］
コンピュータ関連の公共サービス関連施設の
高耐震化が望まれる中、大型電算センターとして
は日本初の免震ビルを誕生させました。
竣工:1990年3月　場所:宮城県仙台市

風と中小地震による揺れを制御
［千葉ポートサイドタワー］
制震装置として日本で初めてアクリル系の粘弾性
体ダンパーを使用。風振動と中小地震を対象とし
た設計です。
竣工:1993年8月　
場所:千葉県千葉市

風振動を対象にマスダンパーを設置
［ユニマット西麻布ビル］
マスダンパーを設置することによって、最上階に
レストランのあるスレンダーなビルの風振動を抑え
ています。
竣工:2002年3月　
場所:東京都港区

少ない工事個所で耐震補強
［ハザマ名古屋支店ビル］
制震装置（低降伏点ダンパー）によって鉄骨鉄筋
コンクリート造建築を耐震補強。業務を続行する
上で、工事面積を減らすことは最重要課題ですが、
本工法では一般の補強工法に比べ工事個所を
2／3にすることができました。
竣工（耐震補強工事）:1996年6月　
場所:愛知県名古屋市

粘弾性ダンパーを使用した制振装置

万全の地震対策で
安心を未来へ――。
ハザマの免震・制震技術が、
迫りつつある大地震から、生命と資産を守ります。

新潟県中越地震、スマトラ沖大地震と国内外で相次いだ

大地震は、私たちにその恐ろしさを改めて思い知らせました。

地震大国日本では、図に示すように、マグニチュード7クラス
の地震が列島の各地で発生しています。また、大地震は周期

的に発生する傾向があります。

こうしたデータなどから、近い将来、東海地震、東南海・南海

地震、南関東地震といった大地震が発生する可能性が指摘

されています。さらに、兵庫県南部地震のように前触れもな

く起こる地震もあります。

このため、国や地方自治体によるさまざまな地震対策が推進

されていますが、建物の崩壊や損傷を防ぐことは、個々の建

物のオーナーや管理者の責務であるといえるでしょう。

尊い人命にかかわることはもちろん、建物の崩壊は後の生活

や社会活動に決定的なダメージを与えます。

早くから免震、制震など抜本的な地震対策技術に着目した

ハザマは、建物の用途や立地などに応じた技術を適用し、

数多くの実績を重ねてきました。

高度な耐震性能をもつ建物は、皆さんの安心を約束し、次世

代へとつないでいくかけがえのない社会資産です。

●日本における過去の大地震

●東京で発生した震度5以上の地震（東京都：あなたのまちの地震危険度）

民間企業の建物も高耐震化が要請されています。
大地震によるダメージは経済活動にも深刻な影響を与え、直ちに国際競争力

の低下を招きかねないとの観点から、政府も地震対策の推進を図っていま

す。民間企業においても、企業活動を維持する上で、また復興支援などの社会

的責任を果たす上でも、建物の高耐震化が望まれています。

3 通信・生産・事務関連施設

社会の要請はすべての病院の免震化です。
地震のたびに、入院患者が点滴を受けながらベットごと避難する姿が放映さ

れます。救急体制の万全を期す上でも、病院は地震時にも完全に機能するこ

とが求められます。ハザマは医療施設の免震化を提案しつづけ、実績を重ね

ています。

1 医療施設

地震時の揺れを抑え、大きな安心を約束します。
高層建築の上層階では、地震時の揺れは2倍、3倍にも増幅されます。一般的
な耐震構造では建物の倒壊や損傷はまぬがれても、家具の転倒などによる

危険は回避できません。免震や制震によって大幅に揺れを抑えることができ

ます。

2 集合住宅

地震によって被災した病院

集合住宅内部の地震による被災状況

阪神・淡路大震災で中間階が崩壊した事務所ビル



免震、制震、制振――。
進化する技術がさらに用途を広げています。

免震構造
地盤と建物の間にクッションの役割をする免震装置を設置し、建物への地震
力を低減します。建物の揺れはゆっくりと、しかも小さくなり、地震時の建
物の安全性は飛躍的に向上します。
免震建物には、免震層をつくるためのコストがかかりますが、建物への地震
力が低減されるため、建物の柱や梁の建設費を抑えられます。ハザマでは、
20階を超える免震高層建物を、通常の建物とほぼ同コストで建設することを
可能にしています。

●特徴
1. 地震時の建物の安全性が飛躍的に向上します。
2. 家具の転倒やガラスの破損などから居住者を守ります。
3. 建物内の備品・設備・機器も完全に機能維持されます。
4. さまざまな免震装置から、最適なものを選び、効果的に組み合わせること
により、地盤条件、建物の形状、予想される地震動等、多様なケースに対
応できます。

積層ゴム 鉛入り積層ゴム すべり支承

制震構造
建物内に地震エネルギーを吸収するダンパーを配置し、建物の損傷
を低減します。

●特徴
1. 地震時の建物の安全性が向上します。
2. 建物内の壁・ドア・窓などの変形を
抑え、損傷を防ぎます。

3. 制震装置であるダンパーには多種が
あり、条件に応じて選択することが
できます。

低降伏点鋼ダンパー

オイルダンパー（制震用）

粘弾性ダンパー

■すべり免震
すべり支承を使うことにより、従来の積層ゴム
では不可能だった軽量建物の免震が可能と
なり、しかも低コストです。

■柱頭免震
一般階の柱頭に免震装置を設置します。
その階の柱は一般より太くなります。新築・
免震レトロフィットの両方に適用可能です。

■免震レトロフィット
建物の外観や機能を全く変えること
なく、既存の建物を免震化します。

■低降伏点鋼制震間柱
柱タイプの低降伏点鋼ダンパーで、地震時に低
降伏点鋼が大きく変形して地震エネルギーを吸
収します。ブレースタイプに比べ大きな開口部が
取れ、他のダンパーより低コストです。

制振構造
建物の屋上にマスダンパーと呼ばれる制振装置（重り）を設置し、
比較的小さな振動を抑えます。

●特徴
1. 主に風振動や小地震による揺れに効果を発揮します。
2. モーターで動かすアクティブマスダンパーを使うことで重りを
軽くするなど、条件に応じた設計が可能です。

アクティブマスダンパー

マスダンパー

■免震床
特定のフロアを免震化します。建物全体の免震化
ができない場合や、既存ビルの一部だけを免震化
したい場合に有効です。

すべり支承

振動台実験

鉛ダンパー 鋼棒ダンパー オイルダンパー（免震用）



ハザマの実績
ハザマは1983年に免震構造物の研究開発に着手し、最新の免震技術をさまざまな建物に結実させてきました。また、制震・制振構造物についても多くの実績があります。

●免震建物

建物名称

楠田ビル

泉電力ビル

浦和工業久喜ビル

広島県農協情報センター

ハザマ技術研究所 音響・電波棟

星が浦病院

戸田ボーダフォンビル

リバーサイド悠悠

ユーシス生田　

アレフＢ．Ｌ．Ｄ．

修成建設専門学校　

池井病院　

仲町台小山マンション

シルバーケア豊寿園　

山形県立中央病院　

三の丸キャピタルタワー　

ガクエン住宅本社ビル新築工事　

ガーデンヒルズ三河安城

東京北社会保険病院　　

グランフラッツ千住旭町　

ペルル堺ウィングタワー

フロール川崎下平間　

竣工

1990年 1月

1990年 3月

1990年11月

1991年 3月

1991年 5月

1996年 4月

1996年12月

1997年 3月

1997年 4月

1997年 9月

1997年11月

1998年 2月

1998年 3月

1998年 3月

2000年 9月

2001年11月

2002年 3月

2003年 2月

2003年 4月

2004年 9月

2004年10月

2004年11月

備考

設計施工

施工

設計施工

施工

設計施工

設計施工

設計施工

構造設計施工

設計施工

構造設計施工

設計施工

設計施工

設計施工

施工

施工

構造設計施工

構造設計施工

構造設計施工

施工

構造設計施工

設計施工

設計施工

免震部材

高減衰積層ゴム

高減衰積層ゴム

高減衰積層ゴム

鉛入り積層ゴム

天然ゴム系積層ゴム+改良型摩擦ダンパー

高減衰積層ゴム

高減衰積層ゴム

高減衰積層ゴム

高減衰積層ゴム

高減衰積層ゴム

天然ゴム系積層ゴム＋鋼棒ダンパー＋鉛ダンパー

高減衰積層ゴム

高減衰積層ゴム

天然ゴム系積層ゴム+鋼棒ダンパー＋鉛ダンパー

天然ゴム系積層ゴム+鋼棒ダンパー＋鉛ダンパー

天然ゴム系積層ゴム＋鋼棒ダンパー＋鉛ダンパー

天然ゴム系積層ゴム＋鋼棒ダンパー＋鉛ダンパー

天然ゴム系積層ゴム＋鋼棒ダンパー＋鉛ダンパー

天然ゴム系積層ゴム＋鉛プラグ入積層ゴム　　　

天然ゴム系積層ゴム＋Ｕ型ダンパー＋鉛ダンパー

天然ゴム系積層ゴム＋高減衰積層ゴム＋弾性すべり支承＋オイルダンパー

天然ゴム系積層ゴム＋鋼棒ダンパー＋鉛ダンパー

●制震・制振建物

建物名称

千葉ポートサイドタワー

ハザマ名古屋支店ビル

明治乳業本社ビル

ユニマット西麻布ビル

東雲キャナルコートCODAN

竣工

1993年 8月

1996年 6月

2001年 9月　

2002年 3月

2004年 3月

種別

制震・制振　

制震

制震

制振

制震

備考

設計施工

設計施工

施工（ダンパー提案）

設計施工

施工

部材・装置

粘弾性体ダンパー

ハザマ耐震補強用低降伏点鋼ダンパー

S造建物用低降伏点鋼ダンパー

マスダンパー

ハザマRC造建物用低降伏点鋼ダンパー


